
 

と き 2025 年 5 月 21 日(水) 
17:30～18:00/18:00～19:00/19:30～21:00 

ところ 可以登楼別館 (JR 湖西線 近江今津駅前) 
 
次 第 
 第 1 部 総会議事（17:30～17:50） 

 １．開会 
  ２．議長選出  
  ３．第 1 号議案 2024 年度活動報告(案)承認の件 
  ４．第 2 号議案 2024 年度収支報告(案)承認の件 
  ５．第 3 号議案 2025 年度活動方針(案)承認の件 

６．第 4 号議案 2025 年度予算(案)承認の件 
  ７．第 5 号議案 2025 年度役員選出の件 
  ８．議長解任 
  ９．閉会 

～ 休 憩 ～ 
 

第 2 部 記念例会（18:00～19:00） 
  報告テーマ：「同友会と企業経営は不離一体」 
  報 告 者：石川朋之さん (株)Honki 代表取締役 滋賀同友会副代表理事 
 

 
～ 休 憩 ～ 

 
第 3 部 懇親会（19:30～21:00） 

  １．開会 
  ２．乾杯 
  ３．歓談 
  ４．閉 会（21:00） 

2025 年度スローガン： より魅力的な高島をつくろう 

一般社団法人 滋賀県中小企業家同友会 

高島支部第 3 回定時総会 議案書 

総会・記念例会アンケート



 

2024 年度 高島支部活動報告 
                                  記入者 北川 渉 

１．組織目的 未来に挑戦する会員を応援する 

２．スローガン 「即断即決即実行！高島が動く」 

３．基本方針 ①会員企業の困りごとの徹底的なマーケティング 

②必要な学びを速やかに届ける 

③外と繋がり変革を起こす 

2024 年度活動振り返り 

項目 目標・指標 

／結果 

振り返り 

① 純増目標 9 人/▲7 人 増強 5 人-退会 12＝▲7 人 

② 期末会員数 ６５人/46 人 会員フォローができていなかった。目標への取り組みが不足。 

③ 例会参加率 ３５％/26% 運営の準備不足。優先順位を上げきれなかった。 

④ 運営委員出席率 ７０％/66% プレイングマネジャーが多く、急な応対になりがちであった。 

⑤ 会員参加率 ４０％/33% 参加したくなる例会などが少なかったのかもしれない。 

⑥ e.doyu 利用率 ６０％/55% 月１回ログインすること周知できていなかった。 

 

第 1 号議案 

メ モ 



一般社団法人 滋賀県中小企業家同友会

2024年4月1～2025年3月31日

収入の部

科    目 予算 執行額 備考

1 支部運営費 ¥318,000 ¥294,000

2 県支部予備費 ¥50,000 ¥0

3 収入他 － ―

合計 ¥368,000 ¥294,000

支出の部

1 総会費 ¥40,000 ¥41,800

2 例会費 ¥219,000 ¥67,365

3 運営委員会費 ¥10,000 ¥500

4 慶弔費 ¥20,000 ¥16,919

5 事務費 ¥50,000 ¥37,745

6 雑費 ¥3,000 ¥0

7 予備費 ¥26,000 ¥6,000

8 本会返戻 － ¥123,671 滋賀同友会一般会計へ戻入れ

合計 ¥368,000 ¥294,000

高島支部2024年度収支報告

第２回総会会場費他

例会関係費（会場・設営・報告者謝金ほか）

会場費・研修参加費他

樒・弔電・祝電費等

運営委員会・例会コピー・FAX案内他

事務用品他

第2号議案



2024年高島支部

高島支部活動日誌
例会・会議等 会場 参加合計

4 月 25 日 15 : 00 ～ 20 : 20

滋賀県中小企業家同友会 第46回定時総会への参加
一般社団法人滋賀県中小企業家総会/記念例会
テーマ：『学んだことは即実践！地域づくりのリー
ダーとしての自覚』
報告者:米田　順哉氏
　　　　 NPO法人家族支援フォーラム　理事長
　　　　 愛媛県中小企業家同友会　代表理事

ホテルニューオウミ 4

7 月 17 日 14 : 00 ～ 18 : 10

第33回滋賀県経営研究集会への参加
テーマ：「いまこそ学び合おう中小企業家同友会で～
中小企業を主役に～」

ホテルニューオウミ 12

1 月 30 日 16 : 00 ～ 17 : 30

2025年新春例会・記念講演への参加
テーマ：「地域の産業・経済は大産業転換をどう乗り
切ったか？～フィンランド・オウルの経験から学べる
もの～」
　講　師：徳丸 宜穂 氏 関西大学政策創造学部 教授

クサツエストピアホテ
ル

7

5 月 15 日 17 : 00 ～ 21 : 00

高島支部第2回定時総会・記念例会
問題提起とグループ討論
テーマ「５分でわかる同友会〜支部長になって初めて
知った同友会の真髄」
問題提起者　北川 渉高島支部長
グループワーク「あなたは同友会を通して　何に挑戦
したいですか？」

WEST LAKE HOTEL 可以登楼 22

6 月 19 日 18 : 30 ～ 20 : 30

例会
テーマ：指針経営実践のために今私にできること〜第
三者として継承した会社での挑戦〜
報告者：小田柿喜暢氏　大洋産業（株）代表取締役/北
近江支部長

今津東コミュニティセ
ンター

20

7 月 17 日 13 : 00 ～ 19 : 20

第33回滋賀県経営研究集会への参加
テーマ：「今こそ学び合おう中小企業家同友会で～中
小企業を主役に～」

ホテルニューオウミ 13

7 月 23 日 19 : 00 ～ 21 : 00 正副支部長会議 （株）clo-ba 4

8 月 21 日 18 : 30 ～ 21 : 00

テーマ：「着物文化をもっと身近に、そして世界に。
～私が魅せられた着物の可能性～」
報告者：射庭亜友己氏　トキメキモノ　代表

シェアスペース白湖 14

9 月 18 日 18 : 00 ～ 20 : 30

例会
テーマ：「今、求められる地域の活性化」
報告者：山本昌弘氏 FBI株式会社　代表取締役社長

可以登楼別館 32

10 月 30 日 18 : 30 ～ 21 : 00

高島・大津支部合同例会
テーマ：「教育」or「共育」！？～こらかの時代に求
められるキョウイクとは？
報告者：　北川　渉　氏　NPO法人TSC理事

La COSSO 16

11 月 23 日 18 : 30 ～ 21 : 00

高島支部オープン例会
テーマ:「社員が誇りをもって働ける会社づくり～人間
尊重経営の第一歩は”丸投げ経営”！？～」
報告者:大日陽一郎氏 山科精器(株) 代表取締役社長

可以登楼別館 22

12 月 16 日 14 : 00 ～ 15 : 00 高島市長選候補予定者アンケート訪問 今津～安曇川 3

12 月 21 日 18 : 30 ～ 21 : 10

例会＋望年会
テーマ：「決意元年」
報告者：大森 健一(株)Walk 代表取締役
報告者：早川 浩徳(株)ユメミライ 代表取締役
報告者：森永 江里子Ｍｏｅ 代表者

薪来歩 15

2 月 19 日 18 : 00 ～ 20 : 00

例会
テーマ：心から笑って、美しく～創る会を通して確信
した思い、洋服を通して「高島から全国」へ広めた
い！～
報告者：森永江里子さん　Moe代表者

新旭公民館 25

高島支部

日 開始 終了

全県行事への参加



2024年高島支部

3 月 13 日 18 : 00 ～ 20 : 30

オープン例会
テーマ：「SNSが切り拓く新時代～あいめこ流ビジネス
の極意～」
報告者：あいめこ氏　(株)withera 代表取締役

可以登楼楼別館 28

4 月 17 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第11回運営委員会 clo-ba(株) 9

5 月 1 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第12回運営委員会 (有)橋本燃料バイオディーゼル製造所 8

6 月 5 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第1回運営委員会 NAIL+CAFE éclat 9

7 月 3 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第2回運営委員会 （株）Walk 8

8 月 7 日 18 : 30 ～ 20 : 45 第3回運営委員会 (有)橋本燃料BDF製造所 14

9 月 4 日 18 : 30 ～ 20 : 45 第4回運営委員会 NPO法人TSC会議室 8

10 月 2 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第5回運営委員会 (株)薪来歩 8

10 月 24 日 18 : 30 ～ 20 : 00 総務委員会 ZOOM 2

11 月 25 日 18 : 30 ～ 20 : 00 高島支部総務委員会 ZOOM 2

11 月 4 日 18 : 30 ～ 20 : 30 高島支部 第6回運営委員会 ブロッサムジュニア 8

12 月 2 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第7回運営委員会 かばた館２階 8

1 月 6 日 18 : 30 ～ 20 : 00 第8回運営委員会 ZOOM 9

2 月 28 日 18 : 00 ～ 20 : 00 総務委員会 ZOOM 3

2 月 5 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第9回運営委員会 ZOOM 10

3 月 6 日 18 : 30 ～ 20 : 30 第10回運営委員会 ZOOM 6

高島支部《役員会他》





 

2025 年度高島支部活動方針 
                                   記入者 山本昌弘 

１．組織目的 ⽇々成⻑ 

２．スローガン より魅力的な高島をつくろう 

３．基本方針 参加したくなる支部活動 

課題解決のできる学びで共育ち 

積極的な外部発信 

2025 目標・計画と方策 

項目 目標／指標 計画と方策 

① 純増目標 ９人 例会の SNS 発信。ゲスト参加者のヒアリング。 

② 期末会員数 ５５人 ５０人以上をめざす。会員のフォローでニーズを把握。 

③ 例会参加率 ３５％ 参加したくなる例会づくり。早めの準備と運営委員のフォロー。 

④ 運営委員出席率 ７０％ Zoom 回数を増やす。年間９回以上で距離、時間の壁をクリア。 

⑤ 会員参加率 ４０％ 例会以外の学び。会員企業訪問によるヒアリング。 

⑥ e.doyu 利用率 ６０％ 主体的に利用する仕組みづくり。事業確認や出欠確認を積極的に

誘導する。 

第３回    支部定時総会 5 月 21 ⽇（木）17：30 〜  会場 可以登楼別館 

 

第 3 号議案 

メ モ 



科目 前年度執行額 2025年度予算 備考

1 支部運営費 ¥294,000 ¥276,000 期首会勢46名で試算

2 県支部予備費 ¥0 ¥0

3 収入他 ¥0 ¥0

合計 ¥294,000 ¥276,000

1 総会費 ¥41,800 ¥50,000 第3回総会会場費、講師懇親会費他

2 例会費 ¥67,365 ¥143,000 例会関係費（会場・設営・他支部報告者懇親会費）

3 運営委員会費 ¥500 ¥10,000 会場費・研修参加費他

4 慶弔費 ¥16,919 ¥20,000 樒・弔電・祝電費等

5 事務費 ¥37,745 ¥40,000 例会コピー・ZOOM利用料・FAX案内他

6 雑費 ¥0 ¥3,000 事務用品他

7 予備費 ¥6,000 ¥10,000

8 本会返戻 ¥123,671 ¥0

合計 ¥294,000 ¥276,000

高島支部　2025年度　予算（案）

2025年4月1日～2026年3月31日

収入の部

支出の部

第4号議案



№ 会内役職 名前 会社 役職 備考

1 相談役 重任 七黒 幸太郎 (株)七黒 代表取締役

2 支部長 重任 山本 昌弘 (株)縁 取締役

3
副支部長

例会委員長
重任 橋本 翔太 (有)橋本燃料 専務取締役

4
副支部長

広報委員長
重任 池田 卓矢 (株)薪来歩 代表取締役

5
副支部長

仲間づくり委員長
重任 大森 健一 (株)Walk 代表取締役

6 例会委員 重任 板持 文子 三線筆人 ふみんちゅ 代表

7 総務委員 新任 兼田 康隆 (株)兼田漬物 専務取締役

8 総務委員長 重任 川原林 弘康 (株)川原林工務店 代表取締役

9 仲間づくり副委員長 重任 北川 渉 NPO法人 TSC 理事

10 広報副委員長 新任 髙取 誠隆 高取 代表

11 総務副委員長 重任 田下 史祥 (株)可以登楼 支配人

12 総務委員 重任 早川 浩徳 (株)ユメミライ 代表取締役

13 例会副委員長 重任 森永 江里子 Ｍｏｅ 代表者

2025年度高島支部役員（順不同）第5号議案



2 

 

同友会理念 

 

三つの目的 

①【よい会社をつくろう】同友会は、ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的近代化と強靭な経営体質をつくる

ことをめざします。 

②【よい経営者になろう】同友会は、中小企業家が自主的な努力によって、相互に資質を高め、知識を吸収し、これから

の経営者に要求される総合的な能力を身につけることをめざします。 

③【よい経営環境をつくろう】同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中小企業をとりまく社会・経済・政治的な環

境を改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。 

 

自主・民主・連帯の精神 

「自主」とは、二つの意味があります。一つは、同友会は他のいかなるところからも政治的、経済的な干渉や支配を受

けないということです。もう一つは、行事への参加や企画、提案については会員の積極的な意志を尊重するということで

す。つまり、会の主体性を守るということと、会員の自発的参加を基本にするということです。 

 「民主」にも、二つの意味があります。一つは、会の運営を会員の要求や意見に基づいて行い、一部の人による独善的

なボス支配がおこらないようにするということです。もう一つは、民主的なものの見方や考え方を積極的に広めていく、

とりわけ企業内で実践していこうということです。このことによって組織の自浄力は強化され、健全な発展が保障されま

す。 

 「連帯」は、会内では会員同士が同じ目的の実現めざし力をあわせていこうということと、あらゆる階層の人たちと手

をとりあっていくという外に向けての協力、団結を進める意味とがあります。特に、会内では会員相互の研さんを通じて

全人格的成長を図り、深い信頼関係をベースに、高い次元での“あてにしあてにされる関係”が連帯の中身として理解され

てきています。 

 

国民や地域と共に歩む中小企業 

 同友会がめざす、「国民や地域と共に歩む中小企業」とは、第一に、中小企業は豊かな国民生活の実現に貢献するもの

であり、企業活動は反社会的、反国民的であってはならないということです。かつて第一次オイルショックの時、人為的

な物不足が発生しました。中同協は「決して悪徳商人にはならない」との声明文（1974 年、第 4 回中小企業問題全国研

究集会・長崎）を発表し、同友会がめざす企業の経営姿勢を明らかにしました。バブル崩壊以降も一部大企業の不祥事が

相次ぎ、近年も「偽装」事件等により企業モラル喪失への国民の企業不信が続いています。私たちは、同友会理念を企業

の根幹にすえて経営をすることこそ顧客、ひいては国民や地域の期待にこたえる道であると考えます。 

 第二に、中小企業の社会的使命は、すぐれた製品やサービスの創造、提供を通じて、人々の暮らしの向上と雇用の場の

拡大をはかり、地域経済の繁栄に尽くすことにあります。中小企業の発展は、雇用の創造はもちろん個性ある地域文化の

形成や人材育成に大きな役割を果たしており、その担い手、推進者としての自覚を大切にしたいものです。 

 第三に、中小企業は地域経済振興のために活躍することが期待されており、同友会はその中心となって活動を進めるこ

とが必要になっていることです。 

 経済のグローバル化による産業構造の転換、空洞化の進展は経済の一極集中を招き、加えて少子・高齢社会となり人口

減少は地域の深刻な状態にしてきています。同友会はそれぞれの地域において、地域経済の活性化に積極的に提言し、行

政機関、経済団体、金融機関、教育・研究機関、市民団体と連携し、地域おこしを共に進め、国民一人ひとりの幸せを大

切にする経済社会をつくっていかねばなりません。 

 「国民や地域と共に歩む中小企業」の理念を自社の経営のあり方としても追及していくことが求められています。 

 
「同友会運動の発展のために」2023 年 7 月第 4 次改訂版より 
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